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本書は，当学会員であり，土壌の熱的性質を長年研究
してこられた粕渕辰昭氏が，「土とは何か」をはじめて学
ぼうとする人を対象として，高校生にも理解してもらえ
るように，わかりやすくまとめたものである．

本書は，第 1章から第 8章までと第 9章から第 12章
までに分けられる．第 8章までは，土がなぜ地球にしか
ないか，土が地球でどのような役割をしているのか，流
れの場としての土の役割，土はどのように変化をするの
かなどについて説明している．第 9 章から第 12 章まで
は，農地としての土の役割から人間は今後どのように土
と向き合うかを論じている．

第 1章から第 8章の中で，著者は地球における土の役
割について，「エネルギーと物質の流れる場」と定義づ
けている．地球規模からみると，土の層の厚さはわずか
なものである．しかし，この薄い土の層を介するエネル
ギーや物質の流れを利用し，そこに根付く植物が動くこ
となく成長できるという著者の視点は斬新である．この
「流れ」を植物が利用するということを「一本の苗木から
1 万個のトマトを実らせる実験」や「お化けコムギ」の
例を挙げわかりやすく説明しているところは参考にすべ
き点であると感じられた．今後は，我々の研究を市民に
広くわかりやすく伝えることが一層求められることを考
えると，本書のように具体的な例を挙げつつ，専門に偏
りすぎず伝える技術が必要となる．

第 9章から第 12章では，農地に焦点をあて，水田と畑
地ではそれぞれ利用形態が異なる点をもとに，農地以前
の生態系を積極的に利用する水田を人工共生系，畑地を
人工系と呼びその生態的特徴について述べている．特に
著者は，水田で生じている物理現象を柱として幾度とな
く強調している「流れ」について説明している．土壌の
表面に薄く張った湛水層では絶えず対流が生じており，
拡散の約 1 万倍もの速さで溶質の移動が可能となって
いる点やその流れが土壌表層に生息している光合成細菌
などにも影響を与えている点である．溶存酸素や二酸化
炭素は一日を通して変化し，溶存酸素にいたっては過飽
和に達し，大気中に酸素を放出しており，水田は日中に
限って言えば地球上で最も酸素濃度の高い場所であると
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も言えそうだと述べている．本書では多様性には様々な
生物がいることとそのバランスと述べているように，酸
素が豊富な環境下だからこそ，そこに生息する動物が生
きていくことを可能とさせているのではないだろうか．
多様性を一つの指標として，そこに生じている多様性を
維持するには「系（システム）」そのものを捉える必要が
あると述べているように，我々もフィールドを取り扱う
際には，個別の対象のみならず「系（システム）」をもっ
と意識する必要があると感じられた．

全章を通して，著者の約 40 年にわたる土の研究者と
しての知識および経験が，土壌の物理的性質のみならず
化学的 ·生物的性質にいたるまで，わかりやすく丁寧に
述べられている．なによりも著者の土への愛着が随所に
現れている．各章のタイトルは次の通りである．

序 章　土にふれる
第 1章　土は地球にしかない
第 2章　土はエネルギーと物質の流れる場
第 3章　土と水
第 4章　流れる場の特徴
第 5章　土の中の化学変化と物質の流れ
第 6章　植物と土
第 7章　気候と土 –世界の土
第 8章　石になる土
第 9章　農地の土
第 10章　農地生態系と自然生態系
第 11章　土と人間
第 12章　私たちは土とどのように向きあうか

本書は「土とは何か」をはじめて学ぼうとする人を対
象としているが，「土」と隣接する分野を専門とする方々
はもとより，本学会員の方々にもぜひ読んでいただきた
い．「土」はエネルギー交換の場として，絶えず流れが生
じており，時々刻々と「変化」している．この変化をモ
ニタリング技術によって事象を把握し，予測する技術を
なりわいとするのは土壌物理の専門の方々であり，最も
得意とするところである．著者も時々刻々と変化する現
象を同時に把握し，その相互関係を知り，複雑な系を複
雑なまま捉える作業はむしろこれからであると述べてい
る．複雑な系を有する農地（あるいは土壌）における作
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物を，その生育や特性を専門とする方々と連携すること
で，時々刻々と変化する環境下での作物の生育や特性に
関して，これまで以上に，わからなかった事象の解明に

つながるのではないかと思う次第である．
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